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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 35,451 8.0 2,379 35.8 2,419 30.6 1,547 27.5

2021年３月期第３四半期 32,826 △0.9 1,751 16.5 1,852 27.3 1,213 37.0

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 1,442百万円（△4.7％） 2021年３月期第３四半期 1,514百万円（22.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 143.74 －

2021年３月期第３四半期 112.73 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 41,296 20,243 49.0

2021年３月期 40,831 19,138 46.8

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 20,220百万円 2021年３月期 19,123百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 12.00 － 14.00 26.00

2022年３月期 － 16.00 －

2022年３月期（予想） 16.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,800 4.0 2,870 21.4 2,850 15.1 1,770 17.9 164.45

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３

月期第３四半期に係る数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３

月期第３四半期に係る数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 11,654,360株 2021年３月期 11,654,360株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 891,512株 2021年３月期 891,474株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 10,762,882株 2021年３月期３Ｑ 10,762,886株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細につきましては、四半期決算短信（添付資料）７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想に関する事項については、四半期決算短信

（添付資料）２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種も進展し、緊急事

態宣言の解除、新規感染者数の全国的減少などにより、一旦は経済活動や個人消費に持ち直しの兆しが見られたも

のの、原材料価格の上昇や世界的に広がりを見せる新たな変異株の出現による感染再拡大など、予断を許さない状

況が続いております。

　このような経済環境の中、物流業界におきましては、国内外における貨物量は回復傾向であるものの外国為替の

円安基調や原油価格の高騰により燃料価格の負担増がさらに定着傾向にあるなど、依然として厳しい環境にありま

す。

　当社グループにおきましては、国内部門では、食品・衛生用品・日用雑貨等の貨物量が引続き堅調に推移する一

方、国際部門につきましては、世界経済の回復基調により貨物量がコロナ禍以前の水準に復調してきました。こう

いった状況の下、引続き適正運賃の確保、社会的なインフラとしての意識を強くした営業活動等により利益の向上

に努めてまいりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は35,451百万円（前年同四半期比8.0％増）となり、営業利

益は2,379百万円（前年同四半期比35.8％増）、経常利益は2,419百万円（前年同四半期比30.6％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は、1,547百万円（前年同四半期比27.5％増）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しております。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（3）四半期連結財務諸表に関する注記

事項　（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、15,298百万円（前連結会計年度末は14,671百万円）と

なり、626百万円増加しました。現金及び預金の増加312百万円、受取手形、営業未収金及び契約資産の増加538百

万円、受託現金の減少189百万円が主な要因です。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、25,998百万円（前連結会計年度末は26,160百万円）と

なり、162百万円減少しました。株式会社ソフトエイジの全株式を取得し子会社化したことにより無形固定資産に

含めて表示しているのれんの増加293百万円、建物及び構築物（純額）の減少370百万円、投資その他の資産に含め

て表示している投資有価証券の減少169百万円が主な要因です。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、14,250百万円（前連結会計年度末は13,474百万円）と

なり、775百万円増加しました。支払手形及び営業未払金の増加203百万円、短期借入金（一年内返済予定長期借入

金含む）の増加912百万円、未払法人税等の減少176百万円、賞与引当金の減少161百万円が主な要因です。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、6,802百万円（前連結会計年度末は8,218百万円）とな

り、1,416百万円減少しました。長期借入金の減少1,261百万円、その他に含めて表示している繰延税金負債の減少

89百万円が主な要因です。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、20,243百万円（前連結会計年度末は19,138百万円）とな

り、1,105百万円増加しました。利益剰余金の増加1,209百万円、その他有価証券評価差額金の減少118百万円が主

な要因です。

　この結果、自己資本比率は2.2ポイント上昇し、49.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期連結累計期間の業績予想及び配当予想につきましては、2021年11月１日に公表しました「第２四半期連結業

績予想と実績との差異、通期連結業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）の修正並びに期末配当予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。

　なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な不確定

要素や今後の業況等により、実際の業績とは異なる場合があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,699 5,011

受託現金 3,295 3,105

受取手形及び営業未収金 5,137 －

受取手形、営業未収金及び契約資産 － 5,675

棚卸資産 149 143

前払費用 305 292

リース投資資産 816 707

その他 278 369

貸倒引当金 △10 △8

流動資産合計 14,671 15,298

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,988 8,618

土地 9,855 9,855

その他（純額） 2,751 2,804

有形固定資産合計 21,596 21,278

無形固定資産 523 753

投資その他の資産 4,041 3,966

固定資産合計 26,160 25,998

資産合計 40,831 41,296

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,382 3,586

短期借入金 3,513 4,425

未払法人税等 525 349

預り金 3,390 3,303

賞与引当金 288 127

その他の引当金 6 －

その他 2,367 2,458

流動負債合計 13,474 14,250

固定負債

長期借入金 4,191 2,930

リース債務 1,039 858

役員退職慰労引当金 200 273

退職給付に係る負債 1,016 1,066

資産除去債務 54 43

その他 1,715 1,630

固定負債合計 8,218 6,802

負債合計 21,693 21,052

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,772 1,772

資本剰余金 1,634 1,634

利益剰余金 15,441 16,650

自己株式 △330 △330

株主資本合計 18,517 19,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 624 505

為替換算調整勘定 △1 0

退職給付に係る調整累計額 △15 △13

その他の包括利益累計額合計 606 493

非支配株主持分 14 23

純資産合計 19,138 20,243

負債純資産合計 40,831 41,296
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業収益 32,826 35,451

営業原価 29,499 31,421

営業総利益 3,327 4,030

販売費及び一般管理費

役員報酬 224 261

給料及び手当 488 527

賞与引当金繰入額 15 19

退職給付費用 21 23

役員退職慰労引当金繰入額 20 21

その他 804 797

販売費及び一般管理費合計 1,575 1,650

営業利益 1,751 2,379

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 30 54

受取保険金 34 9

為替差益 27 －

その他 101 79

営業外収益合計 196 143

営業外費用

支払利息 50 44

保育園運営費用 40 33

為替差損 － 9

その他 5 16

営業外費用合計 96 103

経常利益 1,852 2,419

特別利益

固定資産売却益 57 16

その他 0 －

特別利益合計 58 16

特別損失

固定資産除売却損 0 7

その他 0 －

特別損失合計 0 7

税金等調整前四半期純利益 1,909 2,428

法人税等 696 880

四半期純利益 1,213 1,547

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,213 1,547

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,213 1,547

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 246 △118

為替換算調整勘定 51 11

退職給付に係る調整額 2 2

その他の包括利益合計 300 △104

四半期包括利益 1,514 1,442

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,492 1,433

非支配株主に係る四半期包括利益 21 8

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

　　　なお、下記の新規連結子会社は、企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第10項に規定する特定子会社に該当い

たしません。

　　（連結の範囲の変更）

　　　第２四半期連結会計期間より、当社グループが株式会社ソフトエイジの全株式を取得し子会社化したため、連結の

範囲に含めております。

　　　また、当社の連結子会社であった株式会社レキストは、2021年７月１日付で当社の連結子会社であります株式会社

カンダコアテクノを存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

　　　これにより、当社の連結子会社の数は27社となっております。

　　（連結子会社の四半期決算日等に関する事項）

　　　連結子会社のうち、Pegasus Global Express（Thailand）Co.,Ltd.及びPT.Pegasus Global Express Indonesiaの第

３四半期決算日は９月30日であります。当該四半期決算日の四半期財務諸表を用いて四半期連結財務諸表を作成して

おります。ただし、四半期連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　　　これにより、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益と認識していましたが、顧客への財又はサービスの提供

における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から、仕入先に支払う額を控

除した純額で認識しております。さらに、貨物自動車運送業務及び国際宅配便業務における顧客との契約について

は、従来、出荷または着荷時に収益を認識しておりましたが、履行業務を充足するにつれ、一定の期間にわたり認識

する方法に変更しております。

　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　　この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益が942百万円、営業原価が949百万円それぞれ減少し、営業利益、

経常利益、税金等調整前四半期純利益がそれぞれ６百万円増加しております。また利益剰余金の当期首残高は14百万

円減少しております。

　　　収益認識会計基準等を適用したため前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していました

「受取手形及び営業未収金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、営業未収金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。

　　　なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31

日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を

分解した情報を記載しておりません。
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